
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●

完

成

間

近

の

本

堂

に

大

雪

（

二

月

二

日

）

 

 

寒

か

っ

た

今

年

の

冬

。

例

年

に

な

く

雪

も

断

続

的

に

降

り

ま

し

た

。

中

で

も

、

二

月

二

日

は

大

雪

と

な

り

完

成

間

近

な

本

堂

も

幻

想

的

な

雪

景

色

と

な

り

ま

し

た

。 

               

●

 

本

堂

裏

急

傾

斜

地

の

調

査

（

二

月

七

日

）

 

 

本

堂

の

裏

は

、

急

傾

斜

地

の

危

険

区

域

。

そ

こ

で

、

平

成

一

七

年

に

県

土

木

部

に

よ

り

急

傾

斜

地

防

止

の

為

に

、

予

防

工

事

を

実

施

し

ま

し

た

。

一

安

心

と

思

い

き

や

、

ど

う

も

防

止

柵

そ

の

も

の

が

緩

や

か

に

で

す

が

ず

り

落

ち

て

い

る

よ

う

で

す

。

そ

の

為

の

対

策

調

査

が

、

県

土

木

部

に

よ

り

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

抜

本

的

な

対

策

が

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

 

●

 
工

事

終

了

報

告

（

二

月

二

九

日

）

 
平

成

二

三

年

三

月

二

日

よ

り

始

ま

っ

た

本

堂

 

修

復

工

事

。

そ

の

本

体

工

事

終

了

の

報

告

が

、

金

剛

組

名

古

屋

支

店

長

さ

ん

か

ら

成

さ

れ

ま

し

た

。

一

年

余

り

の

工

事

期

間

は

、

本

当

に

長

い

道

の

り

で

し

た

が

、

事

故

も

な

く

無

事

に

工

事

完

了

報

告

を

受

け

る

事

が

で

き

ま

し

た

。

延

べ

職

人

数

は

、

二

〇

〇

〇

人

余

り

。

大

工

さ

ん

だ

け

で

、

九

〇

〇

名

に

な

る

そ

う

で

す

。

こ

れ

だ

け

の

大

工

事

を

成

し

遂

げ

る

事

が

で

き

ま

し

た

の

は

、

明

源

寺

有

縁

の

皆

様

の

お

陰

で

あ

る

と

感

謝

申

す

次

第

で

す

。

 

今

後

、

社

内

検

査

・

施

主

検

査

と

進

み

、

本

堂

が

正

式

に

明

源

寺

に

引

き

渡

さ

れ

ま

す

。

写

真

は

、

報

告

終

了

の

記

念

写

真

。

 

              

●

 

本

堂

に

仏

具

納

入

（

三

月

四

日

か

ら

）

 

平

成

二

二

年

十

二

月

八

日

以

降

本

堂

仏

具

は

、

彦

根

の

仏

壇

御

セ

ン

タ

ー

さ

ん

に

お

預

け

し

て

あ

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

先

日

の

本

堂

工

事

終

了

報

告

に

よ

り

、

三

月

四

日

か

ら

六

日

ま

で

か

か

っ

て

本

堂

に

仏

具

を

納

め

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

 

南

側

に

大

き

く

傾

斜

し

て

い

ま

し

た

本

堂

に

併

せ

て

、

今

ま

で

欄

間

等

の

仏

具

が

納

ま

っ

て

い

た

の

で

す

か

ら

、

こ

れ

が

大

変

な

作

業

。

大

幅

な

修

正

工

事

が

必

要

と

な

り

ま

し

た

。

四

苦

八

苦

の

末

に

修

復

な

っ

た

本

堂

に

仏

具

が

納

ま

り

ま

し

た

。

 



写

真

は

、

宮

殿

の

設

置

作

業

 

               

写

真

は

、

新

調

な

っ

た

親

鸞

聖

人

お

厨

子

。

岩

絵

具

に

よ

り

彩

色

が

成

さ

れ

て

お

り

、

極

め

て

美

し

い

仕

上

が

り

状

態

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

●

 

正

源

寺

様

が

本

堂

視

察

（

三

月

一

三

日

）

 

滋

賀

県

大

津

市

の

正

源

寺

様

が

、

本

堂

を

視

察

さ

れ

ま

し

た

。

小

型

バ

ス

で

、

総

勢

一

五

名

。

正

源

寺

様

も

、

金

剛

組

で

本

堂

工

事

を

計

画

し

て

お

ら

れ

る

と

の

事

。

寒

さ

が

続

く

中

で

、

本

当

に

よ

う

こ

そ

の

視

察

で

あ

り

ま

し

た

。

 

写

真

は

、

視

察

さ

れ

る

正

源

寺

様

の

ご

住

職

。

 

               

●

女

人

講

報

恩

講

（

三

月

二

〇

日

）

 

 

三

月

二

〇

日

、

修

復

な

っ

た

本

堂

に

て

女

人

講

報

恩

講

と

浄

焼

会

が

修

行

さ

れ

ま

し

た

。

久

し

ぶ

り

の

本

堂

に

て

の

法

要

で

す

。

 

四

十

名

程

の

女

性

の

方

が

お

参

り

と

な

り

ま

し

た

。

口

々

に

、

本

堂

が

立

派

に

な

っ

た

と

話

さ

れ

、

勤

行

修

了

後

に

本

堂

内

部

を

見

学

さ

れ

ま

し

た

。

本

当

に

有

り

難

く

思

う

事

で

し

た

。

尚

、

明

源

寺

仏

教

婦

人

会

の

新

会

長

さ

ん

に

「

清

水

京

子

」

さ

ん

が

選

出

さ

れ

ま

し

た

。

任

期

は

、

二

年

で

す

。

そ

し

て

、

本

堂

金

箔

工

事

に

仏

教

婦

人

会

よ

り

二

十

万

円

の

寄

進

が

あ

り

ま

し

た

。

 

写

真

は

、

参

詣

の

皆

さ

ん

。

お

斎

の

様

子

で

す

。

年

行

事

の

ご

婦

人

が

、

用

意

し

て

い

た

だ

い

た

精

進

料

理

の

お

斎

は

非

常

に

美

味

し

い

も

の

で

し

た

。

 


